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不 妊 婦 人 の 膣 及 び 頸 管 内 細 菌 に 関 す る 研 究

　　　　　　特 に Huhner 試 験 に つ い て

Studies　on 　the　Bacteria　Found 　in　the　Vagina 　and 　the　Cer ▽五cal

　　　 Canal　of 　Sterile　Vi「orner ユ with 　Especia蔓Reference

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 to　Huhrler’s　Test

熊 本 大学医学部産科婦 人 科学教室 　（主 任 知 来 迸 隆 拠 受）

　大 　山 　 典 　夫 Fum ｛d　OOYAMA

　　　　　　　　 緒　　　　霍

　近時，女性不妊 の 原因 と して ，
子 宮饌管因 子 が 重 視 さ

れ ， 頸 管粘 液 の 物 聯 ，化勤 気鵬 状，或 は 澗 跏 勺変化

等に 就 い て ， 多数 の 報 告 が 見 られ る が ， 殊 に 最近 、不 妊

婦人 の 子宮頸轡 腋 の 培養で 得 られ た ，麗 種頒 嚼

が ， 精子 に ，凝集作用又 は 殺精子 作用があ り ，
こ れ が 妊

撚 立 な 妨げ る軍 勲 因 子 で は な い カ・と唱え る 人が あつ

て ，注 目さ れ る様 に な つ た ・

　即 ち ，
1931 年 Rosenthalが ，　Escherlchia　coH の ，

擠 子 そ の 他 の 細胞に 薄す る 凝集作用に つ い て 報 告 した

が ，
1948 年 ，Barton ＆ Wiesner は，不 女王婦人 の 頸

管粘液 を培養し て ，Escherichia　 co ｝i・Streptococcus

viridans ，そ の 他，多数 の 細菌を 検出 した ・然 も，是 等

の 例を ，抗 生 物 質，そ の 他適当な 方 法で 治療す る と ， 頸

儲 蔽 の 精 子 受 轡 生が 高 ま る こ とを 知つ た ・5t，L951

年 ，Matthews ＆ Buxton 　l釦 不 妊 婦 入 の 子 宮頸管粘

液を 培養 し て 得 られ た ． 大腸菌ほ 力嗷 種 の 細菌越 試験

管 内 で 殺精 子作用があ る こ とを 報告，1952年 ，
Buxton

＆ WQng が ，
209 例の 不 妊 婦人 の 頸 管粘液 よ り，殺精

子 作用 の あ る 細菌を ， そ の 84．2％ に 分離培養 し ， ま す ま

す，頸 管粘液 の 細菌が ， 妊 娠 を妨げ る の に 大 きな 影響 を

双 ぼ し て い る の で は な か ろ うか と考 え られ て 来た ．

　 そ の 後，S・ nd1 ・ r （1952），　B ・・t・ n （1952 ），　 G ・P〔・rt

＆ Davls （1953 ）等 も，頸 管粘液中 の 細菌を治療 し て 妊

娠 し 得た 症 例 を報告 ， 頸 管粘液細菌感染を ．不 妊 の
一『原

因
一
では な い カ・と考

齟
え オこ L

　我が 国で は ， 佐藤 ，翻 が ， 大腸馳 数 種 の 細菌 の 精

子 黷 作 用 に つ い て 報告 して い るカミ，何れ も細菌 の 精
［F’

に 及ぼす影響 の み で
， 臨床 的 関 係 に つ い て は未だ不 十分

　の 点が 多 い ・

　著者 は ，不 妊婦人 の 灘分 泌 物及．び 頸管粘液中 の 細菌

の ，精 子 に 対
．
す る 態 度 を検 べ ， 特に ，Huhner 謡験 の 成

績が，膣及び 頸管内細菌 と ， 如何 な る 閣係 が あ る か を 検

討 し て ，次 の 成麟 を得た の で 報告す る．

　　　　1　不 整i婦入 の 腱股 び頸 管酌飆菌  

　　　　　 疆獵

　 実 験 材 料

　昭和 31年 5 月 よ り昭和 34年 蔓月 迄 九州厚生年金 病

院帰人科 ， 及 び ，熊本大学医学部附属病院産婦人科 を 訪

れ た 不 妊 駸入 89 名 ， 肉眼上 ・腟及 び子 宮頸管 に 異常を

認め ない 妊娠初 期 の 婦 入 20 名 ， 及 び ・基礎体温 ・ 子密

頸管粘液 の 性状 よ り，排卵期 を推定 し うる健 康な経産婦

LO 名の
， 膣 分泌 物 ， 頸 管粘液に つ い て 喚査 し た ・

　 検 査 方 法

　患者の 外陰部を ，1％ オ ス バ ン 液で 消 舞 した 後 ・ 減菌

乾燥 した腟鏡 で ，子 寓隘部を露出 し て ， 先ず ， 腟分 泌 物

とし て ， 後腟円蓋部 に 貯溜 し て い る 分 泌 物 を ， 滅菌乾燥

し た ピ ペ ッ 1・に て 吸引 した ．次 い で ， 腟内及 び 子 宮腟部

を ，滅薄乾燥 した 脱脂綿で 数 回 清拭 し た 後 ， 子 宮頸管内

に ，
2。・ V

’
　・・c ル ク リン 注射器 の 先☆rlを 挿入 し て ・子 離

管粘 液 を採取 し た ・

　 そ の 両被検物 を ， 各 々
， 別々 の 普通寒天 培地 平板血

液寒 天腕 汲 び ，
S ・b・ u   d 寒天堵脳 こ攤 しk 好

気的に 3  C の 孵卵器 に 入 れ ，普通寒天 培地 ，平 板血 液

寒天 培地 は s24 時間及 び 48 時問培養後に ・
Sabouraud

寒天 培地 は ，7 日間培養後に 検鏡 し た 、

　 予 備 実 験

　 本実験 に 先 立 ち ，子宮頸管 粘液の 採取に 当 り ， 頸 管外

　の 細菌が 侵入 し て 誤 つ た 成 績 を 得 る事は な い か と 考 え

て 採 取法 の 可否 を確 め る kl・こ ， 次 の 予 備実験 を 行つ た ・
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　即 ち ， 膣 正
’
部 切 断 術 を 彳了う患 者に つ い て ，先 ず衒前に ，

前述 叨 融 に ゆ 雌 窺 必物及 び
一
聴 竃 攤 腋 を 渓取 培

Il−　Lk ，撫 ・で 潤 腹 し て f宮 を 膨 灘 こ 贓 し泪 卜蛬．

頸 管驪か ら粘 液 を採取 して
， 同1差に ∫E鎌 した 所 ， 第 1表

の 肋 ， 両 雛 に 鞭 を 謳 うなか つ た の で 月 〕述 鰍 取

方法で よ い と”t，え て ， 以 下 の 実験を 行つ た 。

＝
ゴ挙

第 三褒 　予　備 　実 　験

　 　 　 　 　 　 　 　 頭
名　膣　　内

　 　 　 　 　 　 　 術

123456789G
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I

　5ij
　 （一）　

．
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一）

継
　突 験 成 絛

　（1） 不 妊 婦人の 細菌倹li．i率及 び 検 出 糸1」菌 の 捶 類

不 妊婦入 69 名に つ い て ，総数 12 廴回 の．弼 鎗 彳∫ゲ 、

糸」

「

r果 ， 腟 分泌 物 及 び 頸 窪争救液か ら， liβ1菌を 検 田 しノこ もの

篤 5工 名 （57．3％）で あ つ た （第 2 焚 ）

「随 了楠 3矯
1
。。 く。 2932 田 18

i楚 軸 脳 ・ ・3 ．8 田 5 ・

1
．

・
（ 腸 衝 22 ．37 ｛2022 口 、 h5 ；　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

庭噛 球 島 156 … 5i5i111i

隣
ジ

恕 1− ∵ ［

　　 鎧 2 衰 不 妊 媛 人 δ9 名 の 検 1既 の 穂識

薗　　　！総 数 睡 瓦
1一

羆病 蕨癒舜
　　　．，．　　1　 「　

一一一
　
一一

　　1　
・一一一一

．管両 方 よ ．
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1

　  　培 養分離 し た 細 菌の i重罵は ，白 色葡菊 球菌 30 名

（58．8％ ）・ 大 腸 菌 22 名 （43．エ％ ），黄色 葡飜 臘 9ti

（1ン6％ ）・ 連鎖球菌 5 名 （9．8％ ），カ ン ジ ダ 4 名 （7．8％ ），

そ の 他 工名 （1．9；9） で あ る ．

目尼1三婦 誌 12雀 ユ　ー弓・

　　廴 分駒 ノ ・齢 総 数 は ，
10喩 で ， 自色葡強 象、1

’
／・
・，・u・

核 ・ 人概 f37鵜 艶 献 球菌 13 株 ， ，蝶 齲 6・1・k，

　 カ ン ジダ 4 瞬  そ の 他 1 捺で ， 白色 葡 萄 二禽珪1が 屐も多 く，

　 入 脇 ｝≒ごが これ に ジひ、・で い る ．

　　（ii） 膣分泌物 と頸管粘液 との 菌検 出事 を 抗 犧 す る と
，

　各細菌 と も J 頸 管 内 よ り も謄内に 多 く検 出 され 广（．い る，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d

　　l室内 で は ・絶 葡菊腱 1．〕ミ29 名 （蓬［黜 例 の 56．s＞6）

　で
， 最 も多 く，人腸奮 20 名 （39。2％ ）で ， 吐 れ に 次 い で

　 い る，

　　然 し ， 領 管内で は ， 大腸菌 14名 （27％ ） で 最も多 くe

　自色葡萄隷菌が 8 名 （15。7％ ） と なっ て い る．

　　＠ ） 腔分 泌 物 顳 欝 腋 卿 ヨ1方 か ら， ［購 に 1炉 浮｛菖

　曳 を 旋出 し た もの は 」
21　，74（菌検 魏謝の 4 正 ！％ ）で ，大

嚇 13 鶉 白色葡萄封衢 7 名 ，叢色葡葯 灘 14名 ，

−・隻
鎖球鷺 1 鋲 で あつ た 。腟或 は 頸管 の

， 何れ か片方 の み が

　ら 六讐薺 を検 出 した もの が ，
10 名あ

・
つ た ，腟 内に の み 大

腸菌が ち つ た もの 8 例 （躔内
・・汰 踊 ， 艶、管内…

劇 剣 1
（一） 3E ，1∫・ 駿内…大 麗菌 ， 鞍 ⊇｝1；羣…日色蓍蹄 壬館 町1例 ，

腟内・・
ン・禰菌 ・自 色葡萄∫ま菌 ， 転管内…滴検 出 ←一） 3

例 ・「寢 内…
〜 ｝易冨 ＋ 廷廷鎖球 菌 ， 頸 管 内…

萄検 出 （＿）1

詞），覧・管 ！ ∵ の み ノ

［

・ 裼琵ilを i認め た もの 2 例 （頸管内 ・ト

大 腸 1拓 臚内…蜜色葡萄雌崔ほ 囲，頸 管内 ・
大腸薦，、整

iノ］
・7・

女色葡 萄 球 欝 1依D で あ る．

　 （f・’・t） 瞳分 泌 物及び 撃管粘液肉 方 よ り，嗣 時 に 異っ た

1ご｛を 洟 出 し九 も の 3 例 （騒至内…人 ，陽厂蔚 ， 頸 ・誉 勾…白
・
色でiオ

葡 球菌 1 例・腟 1勹…
叢色葡萄諌菌 ， 頸 管内…黄色葡萄球

箇 ト大腸菌 1例 ・腟内…
白色葡彳甫球歯 ， 蠍 管内…大 愉藤

三例）で あ つ た ．

　（v ）　阿
一
部位 よ り， 同時に ，

2 種以 lzの 葡 を検出 した

も の は ，腔 内 6 儡 頚 袴 内 3 例で ，大 揚 菌 と葡葡球蒙 と

の 混 介が 最 も 多か っ た ．

　（vi ） 不 妊別 の 細歳の 種顛は ， 第 3 談 の 如 く， 隊発 不

ζ1二は 不 妊 婦人 の 8G　9％ で あ り，そ の 中 ン 細菠 を 検 出 し た

も   ）1・よ ，　43 名　（b97 ％ ）　て
・
あ つ ゾこ 。

〈3 名中謹 分泌 物 に は ， 全 伊11に 齢 倹出 し 自角離 」・求

菌 が最 も多 く （60．4％ ），大 鵬蜜 は 41β ％ で
， iLヒれ に 次

い で い る・頸 齢 磁 で ：よ ，
16名 （3∫・2％ ）に 菌 を網 コし

，

膣 隙 砒 し 沙 い が ， 細
’
S：ゆ 種類は 汰 腋 1焔 （7彰 彡）

で 取 も多 く ・
　 E・1色葡 萄 曝 f5名 ， 黄竺葡萄琅 藁 名謹

鎖 球 菌 1 名 とな つ て い る 、

　続発不 妊は ユ7 名 〔19・1％ ）で ，そ の
・
い9 名 （52 ．9％ ）

に 園 を 検出 し ・ 原 発不 妊 と余 り変 らな い ，腔内に 菌を 検

N 工工
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第 3 表　不 妊 別 ， 菌 種

大 　 山

種 脚 蹄 司

81− 81

t．t　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　丶
＼ 丶．陣 検 鋼 例 1 菌

　　　　L
　　　　1
原発 不 妊 1

72　 名

　 　 　 …

　　　　 大 　　腸　 蘭

43 　名　　白 色葡萄球 菌

（・… ％ ）飃鸞繋翻
　 　 　 　 2 カ 　 ン 　ジ　ダ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　iそ　 の 　弛 1

陥
685412

16 名

12
’

541G

° 1

み る な らば ，全体 に 高い 値 を 示 し て い る。

　（2） 妊 婦 の 菌検出率 及 び 検 出細菌 の 種 類

　妊娠 2．．5 ヵ 月 の ， 異常を 認め ない 妊婦 20 名に っ い

て ， 膣 分 泌 物 ， 頸管粘液の 培養の 結果 は ， 第 5 表 の 通 り

で あ る・

細菌 を検出 し得 た もの は ，
5 名 （25％）で

， 腟内 2 名

（黄 色 葡萄 球菌）， 頸管内 3 名 （黄色葡萄球菌 廴名 ， 白 色

第 5 表 妊 婦 20 名 の 検 出細 菌

1− 一…一

Fl1

続 発 不 妊
．

　 17　 名

　　　
l

　　 L
　　　　Pt 腸 劇
9 名 i 山 色 葡萄球 菌

　　　　：黄 色 葡 萄球 菌 1
（52・9％）

1

漣 錻 球 菌 1

　　　　淫∵ 翻
　 　 　 　 　 　 　 ttt＿．一一　　

1

凶
　 4

　 61

　 0

　 QI

　 Q ヨ

　 0

5 名

321QQQ

出 した もの 7 名 （41 ．2％）で
， 此 れ も白色葡萄 球菌 6 名

（85．7％ ）で 最も多 く，大腸繭 4 名 （57」％） とな つ て い

る ．頸 管内で は ， 菌 を 検 出 し 得た も の 5 名 （294 ％）中

3名 （6Q％）に 大腸菌を ，
2 名 （4。％）に 白色 葡萄 球菌

を ，
1名に 黄色葡萄 球菌を ， 夫 々 検 出 した ．

（・il） 細菌培養と同職 こ
， 東洋 濾 紙 P・H 試 験紙 を用

い て ， 腟分 泌 物及び了
・宮頸管粘液の P ．H ．を 測定 し た 結

果 ， 第 嬢 の とお り， 腟内は弱醐 生 ， 顫管内鰯 ア ・レ カ

リ性 を 示 し た が
， 検 出菌 との 問 に ，特 異〔rjな 関係 は 見ら

れな か つ た ・

　然 し乍 ら ， ｛建 頗婦人の 腟 内 P．H ．の 範躙を 4，0〜4．8 と

［酬
．
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82− 82 不 妊 婦入 の 腟 及 び 頸 瞥 内細 歯 に 関 す る 研 ノtS

　葡萄 球菌 2 名）で ， 大腸菌 は 認 め な か っ た ．

　　（3） 健昧
奴

産非妊婦 排卵期 の 菌検 出率及び 紊r：菌 の

　　　　 極類

　　現在 迄 1 回 以上 の 正常分娩を経過 し ， 婦人科的疾患に

　罹患 し た 与 が な く， 肉眼 上 ， 腟及 び 鉱 管に 虫 常を 幇 め な

　い ・健 康経産 非 妊婦 10 名’こ つ ぎ夫 々 排r
／l　m “」に ，胆 分泌

　物 及 び 頸管粘液 の 培養を 行っ た 結果 は ， 第 6 表の 通 りで

　ある 。

　 HIJち ， 細由を換出 し た もの 2 名 （2。％ ）で ，何 れ も陶

色祷萄球 爾 で ，肱 内に 1 名， 忍管内 王名で ， 両方 よ り同

1「￥こ 検出 し た も の は な く ， 大腸菌 も検 出 し得 な か つ た 。

　　6　　案

　 不 妊 捍人の 腟分泌 祕 双び子 富甄菅粘液よ り検出され る

袖 訂中 ， 大胆 ．ぶ ， 人精 了に 最も有
牛 f卜川 を及 ぼ す と云

わ れて い るが （RosenthaL　Buxt 。 n．佐 et，沓 陸 辛）， そ

　の 造出率 は ，
Buxton 及び そ の 協旧肝究ご 、∫ （1954 ）1よ ，

144 例 中 ・ 膣 内 23％ ， 丁「警内 15％ ，
San 〔ller（1952 ）は ，

正5％ に ， 佐蒋 （1958 ）は 巳0 名 ・P・， 腟 15％ ， Lll納 11．3

％ 7Davls ＆ Gepfert（1953 ） ll鳥 50 名rli 　12％ と ， 夫

々 幸賠 して い る が 堵 一

’
の 場佃 ま，

89 名 P，陛 内 22 。5％ ，

　 ・的 15・7％ で ， 評家 の 鍵 靴 ン
［
淋 「 ，莱な 結果 とな つ て

い る．

　 恥 れ に 比べ て ， 妊婦 2 或は ，健庚 井 妊 羅 の 函 秩 LL率に

就
t
は ， 陳 （1954），

Gepfert＆ Dav 三s （1953）， 佐藤

（1958 ） 等 は ， 妊 帚に は 大且勿 困 を検出 し て い な い し，
Sandler （1952）も，受胎賄 憤 こ 来院 した 43 例 の 婦 人 の

頸管粘 孜 中に は ，病 ζ菌 の 」， 喪を 届 め fずな か っ た ．

　 当
’
著 も1司怺に ・ 妊層 2Q 名 ， 健翻 、 妊癖 沿 名に は ， 大

腸苛 は 紛 且し得 な か つ
・一

　 叉 ，不 妊 墜人 の 大 H／vVl 検出に 当つ て ，
　 Buxton は ， 大

鯣 L ∫が 膣内ヒ・存在 しな い で 。 頭 論こ の Js　
““

　
・，） られ た とい

う nt9は な か っ た と し ， 佐漆 も ， 頸管内 に ある 緬 ノは 全

て ，同時に 膣内か ら も検出さ れ た と云 つ て い る が ， 、、皆
の 治 腟分鸛 勿或 は 禦 齢

1
腋 の 何 れ かハ

・
方 の み に

， 大 腸

道 ど 検」魂し た 例が 工0 例あっ た 幅 。、， 細国 岸：：の 手技 の

i い か ら とは 云 え ，
呪 味深い も の ガ あ る ．

　 」
・　 　 痴

　
一

毛β人 89 名 よ 鵜 総数 121 日 ，膣 分泌 物及ひ ぬ 驚

r，’［ 謹を 培 ttし た 結 果 p 自し葡萄球菌 40 株 ， 大腸菌 37 誅 ，

黄 註萄萄 球 Ll　13 株 ， 法産球購 6 株 。 カ ン ジダ 4 株、そ

の 侮 1 徠 ， 計 工Ol 株を分離 し得た が ， 何れ の 菌 も，勤 管

内 よ りも腟内に 多 く検 1・f’｛さ 2zfo．然 し ，11の 彊 類で は ，

ll，，像 一は 白色 」萄 球菌が 多 か っ た の に ，　 「ギ内で は 大 腸

貝 産 婦話 12卷 ユ号

　菌 が 最 も多 か つ た ．

　　妊婦 20 名 ， 健康 経産 非 妊 婦排卵期 。 拡 り偏 瞭 「

　球菌 の 検 出 は 見 っ れ た が ，大 既　よ検 出 し 得 な か っ た ．

　　以 ヒの 窟か ら ， 不 好 緊人 の 腟 分 泌 物及 び 从 乱葦粘液に

は
， 病的細 1^が多 く，此 れ ヵ

’
1不 姆 こ：塩 度 の 径割を 濫 じ

　て い る の で は な い か と考 え られ る ．

　　　　　2　不妊 鮮人の腟旁泌 物及び 頚管

　　　　　　 粘液 よ tj検隅 した細繭の 入貯

　　　　　　 子ぜこ対する作屠

　 不 妣 帰人 よ り険 出 し た llが s 稲子 に 計 して 咢
曾

勺に ，

眠 恥 迂£箪 阯酌 但 fF用 す る と 云 わ れ て い るが （Bux −

t・ r・・R ・ senth ・L 佐 親 石 国 ），タ 喰 出し ftT．tt，　tこ つ い

て
、 そ の 凱集力を短 里 的に 険査 して み た ，

　 火 験 材 桝

　 馴」述 の 不 妊 婦 人 中 ，
17 名に 就て 膣 分 泌 物及 び一pi “ IL液

　よ り分離垢 丈し た 大 、易薩 玉5 株 ， 自色 劇 缶 求．−b，8 昧 ， 寅

色
←

∫球 国 2 株 3 這勢 厂 ti 株 s カ ン ジダ 2 ．勲 こ就 て 寿

』 を 行 つ た ．

　 ；ミ験 方 法

　 前⊇頁に 述べ た と 同様、こ して 分臨培 養 し た 賓 薩 に つ い

て ，先ず，各 々 を 4mg ’cC の 飼 含に 生瑳 食鍔 丞に 浮游 さ

せ た ｝
’“
液 を作 る L次 い で

， 此れを 生 肚 食．包水 こ て ｛、 医布

釈 して ，
4mg ！cc ，2mg ！ce ，エmg ！cc ，　o　5mg1L ：〔，．　O．25m ’／　g

！cc ・Q・125mg ！・c
，　o・062n ・91cce 。．031mg 〆・・，　 o．。156m

謬

1cc・0・°078mg ！・ c の 10 本 の 各
・鯉 渡 の 茜浮U腋 を 作つ

た ．

　 次 ぎに ， こ れに 正 常構夜 ， 即 ち ， 運動活酸な ，f 彫の

少 い 精 了を有す る 髭康 男 ゴの 精液を 加 え る ・

　耋耆了
：
　tbJ−v＿♂

’i’　30 × 10・1cc〜55xID6 ！cc 　l・こ な る 尋乳Fこ ，　L三
理 食塩 水 で 札 液 を稀釈 し た ．

　 以一との 稀釈齒落菰康 と稀釈 1凵 蔽 とを ， “ta
− 0．2cc 宛 ，

試 i増夸内 に 入れ ， よ く氾和 し て か ら ，
37°C の 孵卵器 に

20 頭 1入 れ て 後 ， 望 湯 （20
°C 〜25 °C ）で

，
且G 分 ，

20 分 ，

3Q分 ，
1時同 ，

2 時間 ，
4 時 1．」，6 時間 ，

12時間 ン
24　F　t：

間 日に ， 精子 の 遣勤 重び に 凝 集 の 状態 を
．
飛鏡 した ．対羅

と して 1解 噸 液 の 代 りに ， 生E・食塩 水 O．2cc を 加 え た も

の を 用 い た ，

　ズ lsyミ戊 終

　（1） 分離 相 養 し た 肩 乾 28 株 中 ，狛 ず 顕 莫 倉 用 を 示 し

た もの は ， 大 腸 菖 15 株 中 上3株 （86．7％ ）で
， 他 の 菌は

ヌ 超 変 りな か っ た （第 7 表 ）。

　（2 ） 凝 集 作 用 を 右 す る 大 励 菌を ，’ftp／riL（／iZ別 に 見 る

と 田 港内 8 抹 ｝6 休 （75％ ），猿 ゴ内 ？株 十諄 株 σOO ％ ）

N 工工
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　（3） 大防菌の 精子に 及ぼす作用 を ， 邂勳率 か ら見 る

と，
20分後か ら L2 時間迄に ，

20酎40％ の 蓮動低下 を 示

した ・

夊 ，定量蠍 硯 る と ， 第 8 表 の 通 O ・
13 レ標 が ・

30

分以嘩 晒 mg1 ・c 迄麟 作用が あ り・塒 1司 で は ・ k

抵 0．125岫 cc ，痴 10・031mgf ・c 迄・2塒 1，　FJで は 殆 ん

ど 0．OO78 皿 tSTノ。c 迄 ， 該作 用 を 言刃め た ・

　（4） 蟄 集作 用 あ る 胃と， 非凝粢作用あ る 大腸菌 の 閥

に ， 生物学的在 状 の 差異を 認 め な か つ た ・

鎮8 衣 大 融 ， 精 子 凝 集儒 （定 董・・lll）

飆　　　　123
ユ
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ふ轟圏

二 穆 ．削 气
魍

　考　　案

大腸菌 の 精 擬 剿 醐 に つ い て は ・
R 。・enth ・1，　B ・ x ’

ton 及び そ の 協同研 究者 ， 誉 田 ，佐藤等の 報告があ り，

佐藤 は 検出 し た 大膨薫 の
CJO・5％ に 該作用を 認 め て い る

が ， 著 者 も 謬6．7％ に 薮 集作 用 を 認め た ．

　然 し ， 凝集作用 の 本悪 に つ い て は ，菌体内部に ある と

す る もの （R ・ ・enth ・1瀞 ux ・・ n
， そ の 他）・’k 菌 の 発青に

よ つ て 生 ず る P，H ．の 変化 と ， 菌体外毒素とが主要な 因

子 で あ る と云 う もの （翻 痔 誕 々 で あ る が ， 臟 と

・1鵙 著者 の 凝 算株 ， 非 凝 集株 の 大腸国 の 隙 こ ・何 tt’O

生物学 酌 差異を認 め なか つ た事 よ り ， 大腸菌は ， 試験管

83 −−83

内で 精于 凝集作用があ る が ， そ の A 態 に つ し 丶は
「
尚不 明

の 点 多 く， 今 後の 研 究 に 俟た ね ばな らな い と譛 孟 る ．

　 小 　　劃

17K の 不 嫐 帚人 の 悔 泌物 谿 漂
〃
繭 液 よ り 汾 讐

、 ：し た 大蠍
卍
T15株 中 13・，i．k （86・7％ ） に ・ 懈 凝∴作用

が あ り， 微モ の 瓢 謀 で も凝 隼
’
ご起 し得 る ・

　試 叺 羣r内で は あ るが，晶 子に 凝 集作用を 及ぼす大腸菌

が ， ffZ「獄 鼠 翻 に 呶 ・て も，1隅 雑 髄 ・・乢 謂

子 の 傷 内進入を 妨げ　妊 娠 成立 を 臥 ．A し て い る の で は

なか ろ うか と推論 され る ・

　　　　3　擾〔蠡 覧魏 醗 試鹸と 頸 管粧液湾蘗

　　　　　 と の 関課

　不 妊 症 の 漂函診』斤法 の
一

っ と して ， ∫宮
厂

　
．
’液 と ，

粒 琵 の 縣 紹 臍 す る H ・ ］　 ：ユ e・ 鰍 鷆 paXa・i° n

Sims （L868 ） 1・こ よ り考案 さ れ ，
　 Max ・・Huhner （！913 ）

に よ り試験法が簡易化 さ れ て ，一
般 化され ， 現在で は 不

妊 配 の ILT　pm診断上 ，
重 要 な 検 査 とな っ て い る ．

　此 の ド
オ

：の 目的 と して は ， （1） 精液中に 精 当 が 含 ま れ

て い るか ，ど うか ，   精子hl ， 子 じ飄 ・酒 に ・ジ ・ し得

る か ， ど うか ， （3＞ 子皆 頸管粘液が ，撫 子の 生
A

唯士 ．一

適 し て い る か ， ど うか 冷 鰍 定す る の で あ る が ・若 し

精液 が 正 常 で ， 本試験 が 陰性 で あ る臥 ：・ その 豚 因 を腟

及 び 鷺 ∴ 猷球 め な け れ 臆 らプよい そ の 最大 原因と

し て ， 子 賞泓 ξ粘液の 1．の 変化 ， 粘納度 ， 芝鋤　，．は ，

粘灘 飾 さ 溺 有機 及び無灘 質 の 鮪 初 ．tflt！． ，
．に

呈 擁 来 た け 場 合が 逸 られ て し・る1 が ・不 妊婦人 を 抗

生甑 で 量
．・
v 、、しt＝ 後 ，

　 H ・ hn・ズ 試験が 好転 した 伽 ゆ い

証 か ら （B 臆 ・・ ＆ W ・ ng ，　S ・ ndler ，　Davis ＆ Gep 噛

壬ert 等）， 膿勇 泌 物或は 子宮頸管粘轍 中 に ，瀰 fに 懸 し

て 哨耆仆月 を為す る 困が存在 し て い る 時 ， 該訊蜃 が 陰性

　とな る Ftが あ る の で は な か ろ うか と推定 し て ，　 Huhner

試験 と ，

’
臆及 び 頂管内 細菌 と の 関 係 を 検査 し た ．

　　矢 険 材
’
料

　　、1顧 の 不 妊 婦 人 中， 排卵期 の 推定出来 る 4Q 名 に
’
就て

　 ：チミ験
冫きごti”つ デこ ・

　　 メ 験 方 法

　　Huhner’試倹は ， 規定通 りに 排卵恥 に 行つ た ・即ち ，

　還 建体温 臨線，及 び ， 手 宮渉 冶諭液 の 性 状・羊歯葉結晶

形 威 の 撒 か ら ， 嬲 融 を 推定 して ，擬 醇前 繭 3 凵 h ・

　禁慾 を 守   し め ，性交後 3 時同 以 内に ハ 院 させ ・腟分泌

　物 及 び・
伝 ，エ ゴ粘液に つ い て ， 別 子 の 有 111， 逢劫傷 そ

　の 数 を 検 銚 す る と共 に ， 各 々 ， 普通寒天 培地 ，平板 血 液

寒 天 堀 地 ， 及 び ，S・b 。・ … d 寒痛 三地 に て 副 t菌 の k

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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大 　 山

る の で は ない か と 獣 られ て い る （B … k ・n ・idg・ ＆

Porr−rnerenlce ，　D ユvis ＆ Geplert，　Buxt 。 n ＆ Wong ）．

第 の 嫐 の 結黙 ， 陽 生例 の 子 離 管撒 内に ・ 精

孑に 対 して 有譽 作用あ る大腸菌が認 め られず，劇 ゾ1・例に

於 い て は ， 多数 の 細 asを 検出し tc上 trこ ・ 頸轡 腋 内に ・

精子凝集作用あ る 大腸菌を 3 株検 出 し た ・此 の 事か ら，

適当な 条 件下 に 行わ れ た Huhner 試験 が 陰性 の と き・

子 宮購 粘灘 鞭 菌に よ 晒 染さ2… 　 ｝911，＝ 大 黼 が 粧

す る場合 ， こ れ が 子 宮頸 管 内 に ，精 子が 進 入す るの を 妨

げ て い る
一

つ の 原因 とな り うる の で は な し ・か と考 え られ

る ．然 レ 陽性 例の 腟内に ， 精子 凝 集作月切 あ る大攤

が ，
2 欄 娼 さ れ て い る が ・こ 淑 ま B 腺 Qn 等 の 云 う

如 く ， 外陰部その 他｝こ あつ た菌が
，

性 交時 ，腟内に 導 入

さ れ ， 検 査 の 時間が 早 い 為に 検 出 され た の で は ない か と

考え られ るが ， 今後 ， 佝追求 さ れ ねば な らない 問題 と思

う，

　 小　　括

　Huhner 試験を ，
40 名 の 不 妊 婦 人に 行 い

： 陽
．
陸 24 名

（60％ ），陰［生 16名 （40 ％ ） で あ つ t が s 陽 生例 の 頸 管

毅液 内 に ，精子凝集作用あ る菌を 検出 し得ず ， 陰 1生例 の

3 名 （／9％）に ， 精子 凝 集作 用 あ る 大腸菌を 認め た ・

　 夊 ， 陰性脚 6 名中 6 名 （37・5％）e齶 子 知 曜 を 認め

た ．

　　　　　 4　砥攣擬法 によ醫治療鶴集

　 不 妊 婦 人 の ， 膣分泌物 及 び 子 宮頸管粘液の 糸晒 感染1「こ

躍 一一85

対 し て ， 種 切 イ匕学讃法を行っ た 結果 ，
s　andler 　（1952 ）

は ， 糖液 の 条 件 は 悪 か っ た が ， 治療 し た 2 例 共 妊 娠 し ・

Buxton 　＆ 　Wong 　（1952 ）　をま，　95 イ歹lj．『こ ，　1−｝レ オ マ ！t

シ ン
，

テ ラ マ イ ・：　v ．ペ ニ シ リ ン ，
ス ト レ プ 1’マ イ シ ン

等を 飩用 して ，57 例 （60％ ）に Huhner 試験 の 改善 を ・

21 例 （22 ％）に 妊娠 の 成立 を 見 た ・

　 H 。 rne （L952 ）は ，精 子受容性不 良 の 43 例 に．・テ ラ
ー
t

イ シ ン を使用 し ，
28 ％ に 妊娠を ， 又 ，

Gepfeτt ＆ Dgvls

（1952 ） も ，
オ ー

レ オ マ ィ シ ン 使n！後 の 妊娠率 卿 簑 を

報告 ，
Hu ｝nner 試験 の 改善と共 に ，魅及び 頸管内容 も 7

清浄に なつ た と云い ，
Welnberg （1953 ） はい　34 暫；Sの 爾

検 出例 セこ ，テ ラ マ イ シ ン
，

サ ル フ ア ダ イ ヤ ジ ン r
ス ト レ

プ ト マ イ シ ン 等 の 使用で ，子 宮頸 管の レ 線像 の 改善 と共

に 12 例 （3E　％a ）の 妊娠を 見て い る ・又 ，佐藤 （1958 ）も・

12 名 の 大腸菌灘 瓶 に ア f・ u マ イ シ
・
ン の 嗣 怡 療 を 行

い ，大 腸菌消 失 後 4 名 （33％） の 妊娠を冕 て い る ・

　箸者 も ， 腟及 び 頸管内 よ り細 菌 を 検出 した 症例 に 紺 し ．

て ， 化 学 療法 を行い ，
Huhner 試験 の 改善 ，

ひ い て は 妊

娠 し 易 くな る の で は な い か と考 え ， 韆 々 の 抗 生 物 質を 用

い て 治擦 を 行
．
つ た ・

　 実 験 材 料

　 基 礎休1舳 線及 び 子 宮頸管粘液 の 周其騰 変 鷦 蜘 こ ，

羊歯葉結蟲 の 定璽的変化 の あ る不 妊 帰人 で 」 腟或は
‘
萬管

粘 液 よ り細菌を 分離培養 し得 た 13例 に つ 1・．・て j

温曲線，頸 轡 腋 の 嬬 粘糲度 の 変 ：
’
ヒ，羊鬣 難 羅 等よ
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8尊．− 86 不 妊 婦 人 の 礫 及 び 頸 瞥 内剏璃 に関 す
．
る 研 究

り・唱 し て 排卿 剛 観 し ， 大体 5 脯 よ り 3 胴 鍾
／／一の 　lll 物貲を   つ督こ 投．与した ．

　 吻 瓢 fk，N
£∫1峡 の 如 く・ 局 ・ノ階 療 3 口間 で ， 全傚 こ 糸雨 の 消

ダ
’

界りHuhner 豊
式陰性 「

つ
は ， 全例 に 臥 険 とな っ た ．

　又 ・
13側中 4 例 （30β％〉 ｝L妊 娠 ≧見 た ．

　　　　　　　　　毎　11 衣

　　i
鯲 ε訊

　 1 肺 ，、ン

ユ蹙艶 ζ∵
濃

　　　　　 喋營 編 a　　　　　醗
『
　　

…   即

症1／1亅lt　τ。　F．

k 董譌鵠
　　　　　 （i”1s ，、匚　　　　　　x），t・tt

　 ．嚇 引3ET ・ 26才 （第 II 衷）

　 生鍵 康で
一
之患 な く，結嫐 跨 の 原発不 妊で sE 経

雌 よ く・内診所見 も 子 宮 堀 碗 ご変続 め な
い ，

　「　じ俸 温曲終 鼠全体的 に や k 萵 い が ，
一

レ生
・
一パ し ，

凵
・ ・

μ
・
｝
影及び R ・舳 一τ ・ ・t の 蹴

＿ 逆「腔 び に

子 諦 、 ・ 斌   で
， 繊 1

幽「
胤 諏 も 子 廓 11σ 、

1覇 女 ミ・ 几 　丑］孟培 3こに も異 買亅を
一

め な か つ た ．

　式 島 占液 の 　・ 粘 塚 ら 从   三拝自聖 fi　1「：［iの 河 蒲 ド
．
頁

イ認 正 で鵡 夫 の 括液所 見に も ， ，r（
−
ty
・
  げめ な か 切 ．．

胸 脚 ・tr ・齪 励 H ・h ・ ・職 衷 竡 うと Lki
に ， 膣

lkび ．轡 腋 の 葡培養を した 乎課 ，難・ ｝m ・・ 靜 馴

で ・
「侶

「
納 に 鐡 の tl−1n臓 力

卩
あ り，，抒 は 全緲 吸

して い た 、

　細 1憩 ち 蔵 内 ；こ 口色奄欝球菌 を ，頸管内に 大 馴 ぼ F
．．ft・・’1し ・ 殊 に

・ 齲 馳 よ り検 出 し た 大 麟 に は ， 晦

・『指 了 瓶 叢作用 を 認 め た。

　次 臨 非卵 日 5 日 前 （月 甑 鬥v 「協 7
、亅） よ り 3 則 ，，1一

宀
レ

ツ
ー

マ ィ シ ン 崖 坐 窯を 授 苳し L 所 ， 耕卵 日の 肚 か 泌

身汲 び 薪 簾 の 后 ∫：の 綴 ，何 楓 「齣 細 鳳 ，
｝lul’in ・謙 も駐 と な り，．〕憂楓 内舶 鵬 臆 く

日，一二些り、π基12、唇 1　号

　 な り ， 運動汗礎な情子 を 多数認 め た ．

　　そ の 幽 靉 体舳 傲 縞 温相輸 続 し P　 tli［’娠 觀 た

　 が 」妊娠 3 ヵ 月 で 流産 した ．

　　 疔 例 1工　T ・F．27 才

　　患賓 瞬 陳 鱇 で   、訟 く，結婚後 6 年 の 眺 不 妊

　 で
， 乃．1亙に 異常 を 謡、め な い ，

　　内謝 碗 証 常 で
・ 基 噺 副 馳 よ躔 的＝ 椡 生， T一

　ギ
’
叩管造景彡・

Rubin 　Tes 亡 何れ．も二豊」＆亠が よ く s
−T ・””f／N

　
PL．像に 具 常 を 乱 め な い ・チ冨 内 朕 の 組 紘 灸査 ， 月．Xtil の

．

　｛風丕i培 誕 も集常な く ， 縮核
．
！tme変 は 耳当 らない ，

　　子 葡 翫 腋 の
一

紲 状 ， 予歯 fU
：

。劃 。、鮒 変跳
「 常で ・ 却 ）儲 鰍 r も・　 64・・万 〆・ ・，迂鯲 85％ ，奇
形 12％ 〆 ・・ 3・2… RH ・8・2 で ，蹴 な く，何 れ も不

　妊 の 原 囚 とは 号え られ な かっ た が ， 排舳 1に 且 uhner
一
 
｝
吸 磯 ・地 初 潔 群 腋 の 菌埓遊 彳D た 叭 眩

色 紹 時 1 ・
3吩 で 訟 査時 ， 腟内に 少鋤 鰍 ある．

E
’
・
　f’を め た が 頸 納 に は ，ダ 幽 子 の み しか 見 瞬 ！

な か つ た ・P　 ）・ ，H ・ hner　afC、、，へ

隴嚼 つ た ，

　
：父 淋 分 泌

．
及 鵬 轡 鏃 の ・、町 蝋 呆，脚 ヨに i

一

箇 萄 E・臨 野 r靴 ヲ砺 菌 鰍 理 黷 管内鵡
「に 1 ら 幣 冫営 佃 拘 ：ゑ翫 の で 勘 胤 1

．
8 昨

・
匡

嘯 「丁5 匚「） よ　i） ，
　 pt ＝

”
“ 　・／ シ ン 膣埋 乞 3 ［翫 腟

内 ，こ 托 入 し．た

　菌 の 塊 は 詒 瘠詞始翌 Hel・∫
「
メ ・ て ， 腺 。 雌 とな

り ・ 掴 i円 譲 轡 腋 は 翩 とな り拷 1画 ・e ・ 讒 姻 。

Iliと な胃つた ，

　 こ の 飆 貝燗 中 洲 噸 財 目当 して 2 剛 ，交 の 結果 妊

娠
1
ご 戈：鵡　下、匚 tl異常な く ， 無事：撫1剣

’
分娩 した ．

　 考　　 7 ピ

不 胴 入 の 一 ｝1，，2・物 及 び 籤 轡 液 1馳 存す る 大腸
「Ut　 ・ 随 雇 島 艶 薗畝 斡 灘 球 f艇 対 し

℃ 掘 物 誓 治療を行 … 齣 消失 や ，H ・hn・・ 識
の 臨 し た もの ・或 は ・ 妊蠏 の

『
、 まつ 混 恥 報告

（S ・n ・1］・r，　 B ・跏 ＆ W 。 ng ，　H ・ t） le．，　 G 。 pf，，t ＆

Davi ・・／
’Ve ；nherg ）は ， 多数 で ， 、鑞 幽 訥 纈 曜

は ・／ド妊 岨 鵬 る の で は な し・か と され て い る が ， 9
蝋 顯 で も諾 撫 ・

H ・・ヱ・ … 謙 陰1蝦 1鈴 簾 1
・し 肋 双 ・燗 （・3°・8％ ）に 妊 娠 嬬 め た 事 は 謹 及 び

．．−1納 伽 が
・
H ・ h・ ・ r　

LMIS
・詆 び 妊 卿 沈 の

一一
つ の 妨げ

とな つ て い た の で は な い か と推、．侖され る ．従つ て
， か 、

る 譲 適
丶『

1な繊 療 舵 行 獄 をま ， 駈 治療 の 撒
で ある と后 う。
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一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭 和 35年 1 月 1 日
大 　 霞

　　　　　　　　 総擁汲 ぴ結
1
穐

E 、cheri 、hia　c 。 ltの 粕 子 凝 儷 作 用 は ，　 R ・ ・enth ・1

〈1931 ）に よ り， 早 くか ら 知 られ て い た が ，
MattheWs

＆ Buxt 。 n （1951）が ，不 嫐 帚人 の 腟及 むξ豊唐 内 よ 粥

菌 を 分離拙養 し ，大腸菌 ， そ の 他数種 の 細帥   試駅管

内 で 殺（、ti子 作用 が あ る 事 を報 乱 て か ら ，

’
a妊 婦人の 子

’

嘗 贈 因子 ， 鞠 ＿ 頸 財 藪 の
’a菌感獅 重 要視 さ れ る

樵 こ な つ た ・

　 Barton ＆ Wiesner （1948 ） を 始め ，
獗 atthews ＆

Buxton 　（1951 ），　 Schotten（1951 ），　Sandler　（1952），

H 。 ，。 （1952），　 Buxt ・ ・ ＆ W ・ n9 （1952 ）・M 。 弖・ y

、（195e ），　G ・pf ・ ITt ＆ D ・ vi ・ （1953 ），　W ・i・ berg （／953）

等 は ， 顴管〜］糸晒 治療に よ り，恥 h・・e・ 謙 縦 娠率 の

教善 ， 向 上 を rつ め ， 不 tt婦 人 の 細 iよ染 の 犠 要 1
「
．を 強馮

．
し て い る ．

　灘 邇 で も，佐藤 ， 香 畔 の 報 告があ り・ 棚 ・ も謹

及 び 頸管内細菌 の 精 子 rkk 作 fiiの 本、二に 就て 研究 さ れ ・

》 管嚇 晒 が ， 不 妊 の 原因 と して ， 或程度 の 役割を演 じ

』
て い る もの と 認め て い る ．

　 穿者 も ， 不 妊婦人の 腟分 泌 物 及 び ∫．詳 戸管粘液 を培萇

1し ， そ の 各細鹵に つ い て ， 精 予 こ 及 ぼ す 影響を 検査 す る

と典 に ， 不 妊 症原欧 ）臨 床診臨 雲と し て ・ 子 宮贈 ・鹹

　と t「子 に ， 最 噸 f順 の 廉い Huhner 試 演 と ， 払 管加 1

の 「1畔 錦 と の 闘 系を 検 べ 次 朔 ・ 倫 を 位  

　　1） 不 竏婦 人 89・fiよ り ， 斷 幽 勿・子 宮贈 粘液を
・

　
・
L21 回 培養 し た 紜 7 高，89儀 中 51 ぞ S7・3％ に 菌を 検 出 し ，

　1肩朱総数 は 10L 株で あっ た ・こ の 中 ， 大 腸 「｛が 37 株 36・6

％ で ，特 ピ 管内で は 15株 で ，頸管 1ノ鹸 離 の 51・7％

　てを占め ン 駁 も多 か つ た ・

　　こ れ に 比 べ て ， 妊 婦 2。称 処 庚累 産蓼ド妊 婦 1Q 名 の 排

卵 欝 の 培養で は ， 何れ も力 L−
一
糖 換出しなか っ fo．

　　2） 不 vafU人 凱 蒜 呼 離巌 した ゴ・脇 15 株中 13

株 （86．7％）に ， 粨子 麟 作 tg！b：あ り・ 膣 及 び 頸 管 の 大

秘 數 馬 不 卿 源 因 と して 嚇 出来ない と蕊 られ

　 る ．

　　3） Huhner 試験を 行つ ≠
・40 名中 24名 （60％ ）が 陽

　目三，
16 名 （40％ ）が 陰性 で あ つ た が ・子 冨顎管粘液 内の

　細 搬 出率 は ， 陽 鵬 で は 正例 （4・2％ ）で 燃 も ・ 大脂

　 師 検 出 さ 漁 か つ た の 1・c　，V、／．，　lt｛lffUで は ・
16 名中 5

　 d・（31．3％ ）に 細菌 を 検 出．その 中 大驪 1を 3 名 （5 名中

　 60％） に 認 め ，3 株共 ， 翻子 鼓 集作 用 が あ つ た ・

87− 87

　4） 腟及び ．JSh　gh液 の 細藍惑染ある不 妊婦人 13 名に ，

恥 の 抗 生 物 質 を 局所投 与 し効   H ・ 11n・ ・ 試診附 ゆ

4 例 は 全例 邯　1上とな り， 夊 ，
13 例 中 4 例 30β％ の 妊 曦

の 成立 を 見 た・

　5） 村 帰 人の 腟分 泌 物 及び 鷲 帆
’

羅 鄭
 
一 1 「一

汚染 さ れ ，   ら そ の ｝、・i・’・り
一fi．・1aで あ る」

』
胎 宀 寸調

鹽

し て 胎 鍵作用 を ［・わ し勤
へ
砧液 の 1；隆 ノメ 性 躯 化 せ し

め ，エ1・ hne・ 試［，、こを 陰 LLな ら しめ る こ とが あ Vs ひ い て

に ， 不 妊 を禾 して い る 「f 因 となっ て い 冫 SF；bZあ る 、しκ

られ ，その 為 ，
Huhner 試設陰性 ， 威 は げ士 訊 　「

・・

：
内

に T　lを 認め る 不妊婦人に 化学療法 を 行 う．1．、ぱ ，
不 妊 宅

治療の
…

方 法で あ る と思 う．

　　 悩 を 終 る ［tt当 り ン 愚 師 加 来 數 授 の 懇 篤 な る ・…ir　’

　 と御 礎 网 に 対 し，心 よ り感 言璽重し
，

又 ，直波 口 く 、 

　 御 協 力 、童 だ い すご廻 弱ト 騨 勧 號 大 谷博 士 に深 く

　 感 詰 致 し ます ・

　　 fEl本 ，1。文 の ・．磯 阻 ， 第 9 回 ， 錚二1「幗 日本 「陣

　 人 科 学会 総 会 に 於 い て 発 N し ナ恥

　　　　　　　　　参　毒　文　献

　 1） Buxten ＆ S ・ ut
’ham ・ Fertil．＆ St・ ・il・・5 ；

　 6，493 ，1954 ．− 2） awra 励 e・VS ＆ B 羅 航 ・ 1“「・・tiL

　 ＆ 　Steril．，2 二 54，　1951 ．　− 3）　Bu・z’ton 　＆　1・
’
Vo　i2g ：

　 Am ．　J．　Obst．＆ Gyn ．，64 ： 628，1952 ド
ー−4＞San ・・
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・
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’
，24 ： 3，　51・1957 ・− 9） 大 谷 浄
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・
，
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，
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i
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